
明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）

米

澤

実
江
子

承
前
（『
佛
教
大
学

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
一
・
二
・
三
・

四
・
五
・
六
・
七
）

キ
ー
ワ
ー
ド

明
恵
・『
摧
邪
輪
』・
訓
読
文
・
註
記

【
報
告
範
囲
】

「
五
〇
丁
裏
一
行
目
」
よ
り
「
五
七
丁
表
五
行
目
」（『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
六
一
頁

下
〜
三
六
四
頁
下
）
ま
で
を
挙
げ
「
試
稿
」
と
し
た
。

【
凡
例
】

一
、
底
本
は
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
「
寛
永
年
間
版
（
貴
重
書

Ｇ
極
楽
寺
／

3
7
7
）」
と
し
、
始
め
に
書
き
下
し
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
、
次
に
書
き
下

し
と
そ
の
註
記
（
通
し
番
号
）
を
挙
げ
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
底
本
の
字
体
を
残
し
た
。
書
き
下
し
に
際
し
て
通
行

の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
翻
刻
部
、【

】
の
内
、
丁
数
と
オ
（
ウ
）
を
示
す
場
合
は
、
底
本
の
丁
数

と
そ
の
表
（
裏
）
を
指
し
、
漢
数
字
と
上
（
下
）
を
示
す
場
合
は
『
鎌
倉
旧

仏
教
』
翻
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
（
下
）
を
指
す
。

一
、〈

〉
は
原
割
り
注
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
返
点
・
送
り
仮
名
は
、
原
則
底
本
に
従
っ
た
が
、
送
り

仮
名
は
適
宜
補
っ
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
。
ま
た
引
用

末
の
「
〜
云
々
（
云
云
）」
は
、「
〜
、
と
云
々
（
云
云
）」
と
し
た
。

一
、
訓
読
文
に
お
い
て
、
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
。

一
、
註
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
昭
法
全
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』）

『
浄
全
』（『
浄
土
宗
全
書
』）

『
大
正
蔵
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』）

『
望
仏
』（『
望
月
佛
教
大
辞
典
』
増
訂
版
）

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）
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『
中
仏
』（
中
村
元
著
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』）

『
織
田
仏
』（
織
田
得
能
著
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』）

『
大
漢
和
』（
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』）

『
日
国
』（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）

『
漢
和
大
辞
典
』（
藤
堂
明
保
編
『
学
研

漢
和
大
辞
典
』）

〔
付
記
〕

当
研
究
班
課
題
の
底
本
と
し
て
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
翻
刻
》

【
五
〇
丁
ウ
】【
三
六
一
頁
下
】

如ク

飲此ノ

作
法シ

已テ

、
次ノ

文ニ

出ス

鰯專
壱念ス

ル

名
号ヲ

一利
益ヲ

茨。
乃
至
、
結シ

テ

云ク

。
廣ク

顯シ

念
佛
三

昧ヲ

一竟ヌ

〈
云
云
〉。
此レ

則
觀
佛
三
昧ト

與
念
仏
三
昧
、
更ニ

無
壱異
體
一也
。
但
至テ

善
導ノ

重

言ノ

釋ニ

一者
、
惣
設䏄崚ス

ル
ニ埋

飲爲ト

壱一
體ト

一、
加
行ニ

有ル
カ壱差

別
一故ニ

名
義
亦
不
同ナ

リ。

《
訓
》

此
の
ご
と
く
作
法
し
已
り
て
、
次
の
文
に
名
号
を
専
念
す
る
利
益
を
出
す
。
乃

至
、
結
し
て
云
は
く
。

広
く
念
仏
三
昧
を
顕
は
し
竟
ん
ぬ(1

)、
と
〈
云
云
〉。

此
れ
則
ち
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
と
、
更
に
異
体
無
き
な
り
。
但
、
善
導
の

「
重
言
の
釈
」
に
至
り
て
は
、
惣
説
す
る
に
、
一
体
と
す
と
雖
も
、
加
行
に
差
別

有
る
が
故
に
、
名
義
も
亦
不
同
な
り
。

註(1
)
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
八
頁
上
。

《
翻
刻
》

依テ

此ノ

義ニ

一觀
佛
三
昧農

ニ

立ツ

壱二
名ヲ

一。
彼ノ

經ノ

第
十ニ

云ク

。
佛
告ク

壱阿
難ニ

一。
此ノ農

ヲ
ハ

名ク

壱繫
想

不
動ト

一。
如
飲是
受
持セ

ヨ。
亦ハ

名ク

壱觀
佛
白
毫
相ト

一。
如
飲是
受
持
。
亦
名ク

壱逆
順
觀
如
來
身

分ト

一。
亦
名
壱一
一
毛
孔
分
別
如
來
分ト

一。
亦
名
觀
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
諸
智
慧
光

明ト

一。
亦
名
壱觀
佛
三
昧
海ト

一。
亦
名
壱念
佛
三
昧
門ト

一。
亦
名
壱諸
佛
妙
華
荘
嚴
色
身ト

一。

亦
名
壱設䏄崚
戒
定
慧
解
豚䏄崚
解
豚䏄崚
知
見
十
力
四
無
所
畏
十
八
不
【
五
一
丁
オ
】
共
法
果

麾

所
得
微
妙
色
身
經ト

一。
汝
好
受
持セ

ヨ。
慎テ

勿
壱妄
失ス

ル
ヿ一〈

己
上
〉。

《
訓
》

此
の
義
に
依
り
て
『
観
仏
三
昧
経
』
に
二
名
を
立
つ
。
彼
の
『
経
』
の
第
十
に

云
は
く
。

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
。

此
の
『
経
』
を
は
「
繫
想
不
動
」
と
名
づ
く
。
是
の
ご
と
く
受
持
せ
よ
。

亦
は
「
観
仏
白
毫
相
」
と
名
づ
く
。
是
の
ご
と
く
受
持
せ
よ
。

亦
「
逆
順
観
如
来
身
分
」
と
名
づ
く
。

亦
「
一
一
毛
孔
分
別
如
来
分
」
と
名
づ
く
。

亦
「
観
三
十
二
相
八
十
随
形
好
諸
智
慧
光
明
」
と
名
づ
く
。

亦
「
観
仏
三
昧
海
」
と
名
づ
く
。

亦
「
念
仏
三
昧
門
」
と
名
づ
く
。

亦
「
諸
仏
妙
華
荘
厳
色
身
」
と
名
づ
く
。

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号

三
二



亦
「
説
戒
定
慧
解
脱
解
脱
知
見
十
力
四
無
所
畏
十
八
不
共
法
果
報
所
得
微
妙

色
身
経
」
と
名
づ
く
。

汝
好
く
受
持
せ
よ
。
慎
ん
で
妄
失
す
る
こ
と
な
か
れ(2

)〈
已
上
〉。

註(2
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
九
六
頁
中

《
翻
刻
》

此ノ

中ニ
ハ、

多ク

約シ
テ壱廣

略
揔
別
等ノ

義ニ

一立ツ

飲名ヲ

。
其ノ

中ニ

觀
佛ト

念
佛ト

ノ

二
種ノ

名
言
亦
就テ

壱觀
見ト

憶
念ト

ニ一爲ス

不
同ト

一。
言
壱其ノ

差
別ヲ

一者ハ

、
謂ク

。
觀
念ノ

二
義
、
雖
壱倶ニ

在ト

淫心
、
觀ト

者ハ下

ス

壱眼

見ニ

一。
以テ

壱心
眼ヲ

一觀
壱-見ス

ル
ニ

佛
身
等ヲ

一、
如ル

カ壱對シ
テ飲眼ニ

見カ

一故ニ

。
如シ

壱倶
舎
論ニ

云カ

一。
見ハ

謂ク

眼

根
、
觀
壱-照ス

ル
カ

色ヲ

一故
〈
云
云
〉。
此レ

即
眼
根
、
取ヲ

飲境ヲ

云フ

壱觀
照ト

一也
。

《
訓
》

此
の
中
に
は
、
多
く
、
広
・
略
・
総
・
別
、
等
の
義
に
約
し
て
名
を
立
つ
。
其

の
中
に
「
観
仏
」
と
「
念
仏
」
と
の
二
種
の
名
言
も
亦
「
観
見
」
と
「
憶
念
」
と

に
就
き
て
不
同
と
す
。
其
の
差
別
を
言
は
ば
、
謂
は
く
。「
観
」・「
念
」
の
二
義
、

倶
に
心
に
在
り
と
雖
も
、「
観
」
と
は
眼
見
に
寄
す
。
心
眼
を
以
て
仏
身
等
を
観

見
す
る
に
、
眼
に
対
し
て
見
る
が
ご
と
く
す
る
が
故
に
。『
倶
舎
論
』
に
云
ふ
が

ご
と
し
。

見
は
謂
は
く
。
眼
根
、
色
を
観
照
す
る
が
故
に(3

)、
と
〈
云
云
〉。

此
れ
即
ち
、
眼
根
、
境
を
取
る
を
観
照
と
云
ふ
な
り
。

註(3
)
【
参
考
】
円
暉
『
倶
舎
論
頌
疏
論
本
』、『
大
正
蔵
』
四
一
、
八
二
六
頁
下
。

《
翻
刻
》

碑

ノ

觀ノ

義
、
准シ

テ飲此ニ

立ツ

飲名ヲ

。
謂ク

。
心ハ

實ニ

雖ト
モ飲非ト

飲眼ニ

、
以
壱慧ノ

心
所ヲ

一、
簡
壱擇ス

ル

佛
身
相

好
等ヲ

一位ニ

、【
三
六
二
頁
上
】
如シ

溢對シ
テ飲面ニ

見カ

壱草
木
等ヲ

一。
是ヲ

云
壱觀
見ト

一也
。
言ハ

飲念ト

者
、

雖
飲不ト

溢觀
壱照
色
相
等ヲ

一、
於テ

飲心ニ

有リ

壱明
記ノ

用
一。
是ノ

故
一
-徃
云ニ

飲之ヲ

、
觀ハ

約シ

壱色
相ニ

一、

念ハ

廣ク

通ス

壱諸
法ニ

一。
有ル

壱此ノ

不
同
一也
。

《
訓
》

今
の
「
観
」
の
義
、
此
れ
に
准
じ
て
名
を
立
つ
。
謂
は
く
。
心
は
実
に
眼
に
非

ず
と
雖
も
、「
慧
の
心
所
」
を
以
て
、
仏
身
相
好
等
を
簡
択
す
る
位
に
、
面
に
対

し
て
草
木
等
を
見
る
が
ご
と
し
。
是
れ
を
「
観
見
」
と
云
ふ
な
り
。

「
念
」
と
言
ふ
は
、
色
相
等
を
観
照
せ
ず
と
雖
も
、
心
に
お
い
て
「
明
記
の
用
」

有
り
。
是
の
故
に
一
往
之
を
云
ふ
に
、「
観
」
は
色
相
に
約
し
、「
念
」
は
広
く
諸

法
に
通
ず
。
此
の
不
同
有
る
な
り
。

《
翻
刻
》

其ノ

言ハ
ゝ壱同ル

義ヲ

一者
、
觀
見ハ

是レ下

顯
門ナ

リ。
且ク

以テ

飲心ヲ下

ル
カ壱眼

根ニ

一故ニ

。
理
實ニ

【
五
一
丁
ウ
】

觀ト

與
飲念
倶ニ

-是レ

一
心
也
。
於テ

壱一
-心ノ

上ニ

一立ツ
ル
カ壱

此ノ

二
義ヲ

一故ニ

、
唯
是
一ノ

念
佛
三
昧
也
。

亦
是
一ノ

觀
佛
三
昧
也
。
是ノ

故ニ

觀
佛
三
昧
經ノ

第
九ニ

云
。
念
佛
三
昧ト

者ハ

見コ
ト壱佛ノ

色
身ヲ

一、

了
了
分
明ナ

リ〈
云
云
〉。

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）

三
三



《
訓
》

其
の
同
ず
る
義
を
言
は
ば
、「
観
見
」
は
是
れ
寄
顕
門
な
り
。
且
く
心
を
以
て

眼
根
に
寄
す
る
が
故
に
。

理
、
実
に
「
観
」
と
「
念
」
と
倶
に
是
れ
一
心
な
り
。
一
心
の
上
に
お
い
て
此

の
二
義
を
立
つ
る
が
故
に
、
唯
、
是
れ
一
の
念
仏
三
昧
な
り
。
亦
是
れ
一
の
観
仏

三
昧
な
り
。
是
の
故
に
『
観
仏
三
昧
経
』
の
第
九
に
云
は
く
。

念
仏
三
昧
と
は
、
仏
の
色
身
を
見
る
こ
と
、
了
了
分
明
な
り(4
)、

と
〈
云
云
〉。

註(4
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
九
二
頁
下
。

《
翻
刻
》

但シ

、
約シ

テ壱加
行ノ

差
別ニ

一論ル

壱其ノ

不
同ヲ

一時
、
有リ

溢念
佛ニ

シ
テ

非ル

壱觀
佛ニ

一。
謂ク

。
如シ

壱愚
鈍ノ

女

人
等ノ

稱
名
念
佛ノ

一。
不カ

飲觀
壱佛ノ

色
相
等ヲ

一故ニ

非ス

壱觀
佛ニ

一、
有カ

壱称
念ノ

義
一故ニ

立ツ

壱念
佛ノ

名ヲ

一。

是
故
、
念
佛ノ

義ハ逶

シ

、
通ル

カ壱觀
佛ニ

一故ニ

。
觀
佛
三
昧
經
等ニ

以テ

飲觀ル
ヲ壱佛

身
色
相
等ヲ

一名ク

壱念

佛
三
昧ト

一。
此ノ

例
、
諸
經
論ニ

非ス

飲一
。
觀
佛ノ

義ハ

狹シ

、
有カ

鰯不ル

飲通セ

壱觀
佛ニ

一稱
名
念
佛ノ

義
茨

故ニ

。
約シ

テ壱此ノ逶

狹ノ

不
同ニ

一言ハ

壱差
別ヲ

一者ハ

、
謂ク

。
觀ト

者ハ

觀
見
、
是レ

慧ノ

心
所ノ

業
。
念ト

者ハ

念

持
、
是レ

念ノ

心
所ノ

業
也
。

《
訓
》

但
し
、
加
行
の
差
別
に
約
し
て
、
其
の
不
同
を
論
ず
る
時
、「
念
仏
」
に
し
て

「
観
仏
」
に
非
ざ
る
有
り
。
謂
は
く
。
愚
鈍
の
女
人
等
の
称
名
念
仏
の
ご
と
し
。

仏
の
色
相
等
を
観
ぜ
ざ
る
が
故
に
観
仏
に
非
ず
。
称
念
の
義
有
る
が
故
に
念
仏
の

名
を
立
つ
。

是
の
故
に
、「
念
仏
の
義
」
は
寛
し
。
観
仏
に
通
ず
る
が
故
に
。『
観
仏
三
昧

経
』
等
に
仏
身
の
色
相
等
を
観
ず
る
を
以
て
「
念
仏
三
昧(5

)」
と
名
づ
く
。
此
の
例
、

諸
『
経
』『
論
』
に
一
に
非
ず
。

「
観
仏
の
義
」
は
狭
し
、
観
仏
に
通
ぜ
ざ
る
称
名
念
仏
の
義
有
る
が
故
に
。

此
の
「
寛
」「
狭
」
の
不
同
に
約
し
て
差
別
を
言
は
ば
、
謂
は
く
。「
観
」
と
は

観
見
、
是
れ
慧
の
心
所
の
業
。「
念
」
と
は
念
持
、
是
れ
念
の
心
所
の
業
な
り
。

註(5
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
九
二
頁
下
。

《
翻
刻
》

此ノ

念
慧ノ

心
所ノ

、
雖
壱必ス

倶
起ス

ト一、
隨テ

壱所
縁ノ

境ニ

一、
隠ク

シ飲劣ヲ

顯シ
テ飲【

五
二
丁
オ
】
勝ヲ

得
飲名ヲ

。

謂ク

。
欲ル

ニ
ハ飲

觀セ
ン
ト壱

佛
色
身
等ヲ

一者
、
先ツ

對シ
テ壱師

範ニ

一披テ

壱教
文ヲ

一、
可シ

飲學ス

三
十
二
相
八
十

隨
好
等ヲ

一。
知リ

此ノ

相ヲ

一已テ

、
專
注シ

テ

心ヲ

於
相
好
等ニ

一不ス

壱袷

縁セ

一。
先ツ

知ル
ニ
ハ壱

佛
身
等ヲ

一、
以テ

ノ壱

慧ノ

用
勝タ

ル
ヲ一

故ニ

立ツ

壱觀ノ

名ヲ

一。
非ル

飲無キ
ニ
ハ飲

念
也
。
唯
稱ス

ル壱佛
名ヲ

一位ニ
ハ、

雖
飲不ト

飲知ラ

壱相
好
等ヲ

一、

有リ

壱愛
敬ノ

念
一。
以ノ

壱念ノ

用
勝タ

ル
ヲ一
故ニ

立ツ

壱念ノ

名ヲ

一。
或ハ

有リ

鰯合シ
テ壱二
種ヲ

一立ル

芋一
名ヲ

茨。
如キ

溢摶

ニ

云カ

壱觀
念ト

一等ラ

是
也
。

《
訓
》

此
の
「
念
」・「
慧
」
の
心
所
の
、
必
ず
倶
起
す
と
雖
も
、
所
縁
の
境
に
随
ひ
て
、

劣
を
隠
し
勝
を
顕
は
し
て
名
を
得
。

謂
は
く
。
仏
の
色
身
等
を
観
ぜ
ん
と
欲
す
る
に
は
、
先
づ
師
範
に
対
し
て
教
文

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
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を
披
き
て
、
三
十
二
相
八
十
随
形
好
等
を
学
す
べ
し
。
此
の
相
を
知
り
已
り
て
、

心
を
相
好
等
に
専
注
し
て
異
縁
せ
ず
。

先
づ
仏
身
等
を
知
る
に
は
、「
慧
の
用
」
勝
れ
た
る
を
以
て
の
故
に
「
観
の
名
」

を
立
つ
。
念
無
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。

唯
だ
、
仏
名
を
称
す
る
の
み
の
位
に
は
、
相
好
等
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
愛
敬
の

念
有
り
。「
念
の
用
」
勝
れ
た
る
を
以
て
の
故
に
、「
念
の
名
」
を
立
つ
。

或
は
二
種
を
合
し
て
一
名
を
立
つ
る
有
り
。
世
に
「
観
念
」
と
云
ふ
が
ご
と
き

等ラ

是
れ
な
り
。

《
翻
刻
》

問
。
就テ

壱此ノ

不
同ニ

一、
於テ

溢觀
佛ト

與ニ

壱念
佛
一爲セ

ン

飲有ト
ヤ壱勝

劣
乎
。
荅
。
若
以テ

壱觀
佛ヲ

爲
壱念

佛ト

一者ハ

、
二
名
倶ニ

無シ

壱勝
劣
一。
依テ

壱此ノ

義ニ

一、
或ハ

有リ

鰯沓單三斉單ニ

以テ

壱觀
佛ヲ

一爲ス
ル芋念

佛ト

茨、
㦯ハ

有リ

鰯沓單三斉單ニ

以テ

念
佛ヲ

一爲
芋觀
佛ト

茨。
如シ

壱觀
佛
三
昧
經
等ノ

一。
㦯ハ

有リ

鰯有テ

壱別ノ

義
一、
觀
念ノ

二
字
各ノ

有カ

壱其

用
一故ニ

、
合シ

テ

二
種ヲ

一立ツ
ル芋一

名ヲ

茨。

《
訓
》

問
ふ
。
此
の
不
同
に
就
き
て
、「
観
仏
」
と
「
念
仏
」
と
に
勝
劣
有
り
と
や
せ

ん
や
。

答
ふ
。
若
し
、「
観
仏
」
を
以
て
「
念
仏
」
と
せ
ば
、
二
名
倶
に
勝
劣
無
し
。

此
の
義
に
依
り
て
、
或
は
単
に
「
観
仏
」
を
以
て
「
念
仏
」
と
す
る
有
り
。

或
は
単
に
「
念
仏
」
を
以
て
「
観
仏
」
と
す
る
有
り
。『
観
仏
三
昧
経
』
等
の

ご
と
し
。

或
は
、
別
の
義
有
り
て
「
観
」・「
念
」
の
二
字
、
各
の
其
の
用
有
る
が
故
に
、

二
種
を
合
し
て
一
名
を
立
つ
る
有
り
。

《
翻
刻
》

上ノ

所
飲出ス

念
佛ノ

名
字
、【
三
六
二
頁
下
】
具ニ

ハ

名
壱普
門
光
明
觀
察
正
念
諸
佛
三
昧ト

一。

此ノ

【
五
二
丁
ウ
】
中ニ

、
観
察ト

者ハ

是レ

觀
也
。
正
念ト

者ハ

是レ

念
也
。
此
等ハ

皆
、
或ハ沓單三斉單ニ

擧ケ

、

或ハ

雙ヘ
テ

明ス

。
皆
無キ

壱勝
劣
一也
。
若
約セ

鰯以テ

稱
名ヲ

一爲ル

念
佛ト

一義ニ

茨者ハ

、
以テ

ハ

觀
佛ヲ

一爲ス

飲勝リ
ト、

意
業
内
門
轉ノ

故ニ

。
以テ

ハ壱稱
名ノ

行ヲ

一爲ス

飲劣リ
ト、

語
業
外
門
轉ノ

故ニ

。

《
訓
》

上
に
出
す
所
の
「
念
仏
」
の
名
字
、
具
さ
に
は
「
普
門
光
明
観
察
正
念
諸
仏
三

昧(6
)」

と
名
づ
く
。
此
の
中
に
、「
観
察
」
と
は
是
れ
「
観
」
な
り
。「
正
念
」
と
は

是
れ
「
念
」
な
り
。
此
れ
等
は
皆
、
或
は
単
に
挙
げ
、
或
は
双
べ
て
明
す
。
皆
、

勝
劣
無
き
な
り
。
若
し
、「
称
名
」
を
以
て
「
念
仏
」
と
す
る
義
に
約
せ
ば
、

「
観
仏
」
を
以
て
は
勝
れ
り
と
す
。
意
業
内
門
転
の
故
に
。

「
称
名
の
行
」
を
以
て
は
劣
れ
り
と
す
。
語
業
外
門
転
の
故
に
。

註(6
)
六
〇
巻
『
華
厳
経
』、『
大
正
蔵
』
九
、
六
九
〇
頁
上
。

《
翻
刻
》

問
。粢

ラ

者ハ

、
何カ

故ソ

、
文
殊
般
若
經ニ

、
不シ

テ飲觀セ

壱相
皃ヲ

一、
唯
令ム

ル飲專
壱称セ

名
字ヲ

一乎
。
荅
。

此
亦
示ス

壱一
行
三
昧ノ

方
便ヲ

一也
。
即個

ノ

壱其
根
本
成
就ヲ

一中ニ

云ク

。
即
於テ

壱念ノ

中ニ

一得
飲見ヿ

ヲ壱

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）

三
五



彼
阿
弥
陀
佛
及ヒ

一
切ノ

佛ヲ

一、
等
〈
云
云
〉。服

ニ

以テ

壱心
念
見
佛ヲ

一爲ス

根
本ト

一。
明ニ

知ヌ

。
称

名ハ

是レ

加
行
也
。
是レ

又
可シ

鰯以テ

壱称
名ヲ

爲シ

飲淺ト

、
以テ

定
心ヲ

一爲ス

院深ト

。

《
訓
》

問
ふ
。
爾
ら
ば
、
何
が
故
ぞ
、『
文
殊
般
若
経
』
に
、
相
貌
を
観
ぜ
ず
し
て
、

唯
、
名
字
を
専
称
せ
し
む
る(7
)や
。

答
ふ
。
此
れ
も
亦
、
一
行
三
昧
の
方
便
を
示
す
な
り
。
即
ち
其
の
根
本
の
成
就

を
説
く
の
中
に
云
は
く
。

即
ち
「
念
」
の
中
に
お
い
て
彼
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
一
切
の
仏
を
見
る
こ
と

を
得(8
)、

と
等
〈
云
云
〉。

既
に
「
心
念
見
仏
」
を
以
て
根
本
と
す
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
。「
称
名
」
は
是

れ
加
行
な
り
。
是
れ
又
「
称
名
」
を
以
て
浅
と
し
、「
定
心
」
を
以
て
深
と
す
べ

し
。註(7

)
『
文
殊
師
利
所
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』「
善
男
子
善
女
人
欲
入
一
行
三
昧
。
応

処
空
閑
捨
諸
乱
意
不
取
相
貌
繫
心
一
仏
專
称
名
字
」、『
大
正
蔵
』
八
、
七
三
一
頁

中
。

(8
)
『
往
生
礼
讃
偈
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
四
三
九
頁
上
。

《
翻
刻
》

問
。
如キ

ハ

善
導ノ

解
釋ノ

一者
、
唯
以
壱称
名ヲ

一名テ

壱念
佛ト

一深ク

讃
-嘆驥嘆淳ス

之ヲ

一。
全ク

不
飲論セ

壱淺
深

勝
劣ノ

之
不
同ヲ

一。碑

立ル

壱此ノ

義ヲ

一。
有ル

壱何ノ

證嬢

カ

一乎
。
荅
。
善
導ノ

觀
經ノ踵

ニ

云ク

。埋

飲言ト

飲未タ
ス
ト

飲證セ

、
是レ

萬
行カ

中ノ

【
五
三
丁
オ
】
一
行ナ

リ〈
云
云
〉。
又
觀
念
法
門ニ

成シ
テ壱口
称
三

昧ヲ

一見ル

壱浄
土
一〈
云
云
取
意
〉。
此
等ノ

解
釋
、
峠拍椙ス

壱三
昧
成
就ヲ

一。
此ハ

即
爲ス

飲深ト

。
其ノ

前

加
行ノ

称
名ヲ

ハ

為ス

飲淺ト

。
豈
非
飲無キ

ニ壱勝
劣
一乎
。

《
訓
》

問
ふ
。
善
導
の
解
釈
の
ご
と
き
は
、
唯
、
称
名
の
み
を
以
て
念
仏
と
名
づ
け
て
、

深
く
之
を
讃
嘆
す
。
全
く
浅
深
勝
劣
の
不
同
を
論
ぜ
ず
。
今
、
此
の
義
を
立
つ
る

は
、
何
の
証
拠
か
有
る
や
。

答
ふ
。
善
導
の
『
観
経
の
疏
』
に
云
は
く
。

「
未
だ
証
せ
ず
」
と
言
ふ
と
雖
も
、
是
れ
万
行
が
中
の
一
行
な
り(9
)、

と
〈
云

云
〉。

又
『
観
念
法
門
』
に
、

口
称
三
昧
を
成
じ
て
浄
土
を
見
る(10

)、
と
〈
云
云
取
意
〉。

此
れ
等
の
解
釈
は
、
三
昧
成
就
を
指
す
。
此
れ
は
即
ち
深
と
す
。
其
の
前
の
加

行
の
称
名
を
ば
浅
と
す
。
豈
に
勝
劣
無
き
に
非
ず
や
。

註(9
)
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
四
九
頁
下
。

(10
)
『
観
念
法
門
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
二
六
頁
上
。

《
翻
刻
》

是
故ニ

群
疑
論ノ

第
五ニ

云ク

。
又
念
佛
法
門
、
㦯ハ

深
或ハ

淺
、
通シ

飲定ニ

通ス

飲散ニ

。
大
根
小
行
、

咸ク

得ウ

壱修
行ス

ル
コ
ト
ヲ

一。

定ハ

即チ

始メ

壱於
凡
夫ヨ

リ一終マ
テ壱于

十
地ニ

一、
行ス

壱念
佛
三
昧ノ

甚
深
微
妙ナ

ル
ヲ一。

華

佛
教
大
学
法
然
仏
教
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研
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セ
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嚴
涅
槃
文
殊
般
若
大
集
賢
護
觀
佛
三
昧
、
咸ク

共ニ

称
壱-讃ス

不
可
思
議ナ

ル
コ
ト
ヲ

一。

如
鰯善
財
童

子
於テ

壱功
德
雲
比
丘ノ

所ニ

一請ニ

飲修コ
ト
ヲ壱菩

薩薩弎ノ
之
行ヲ

一、
功
德
雲
比
丘
、
唯
教カ

芋念
仏
三
昧
之

法ヲ

茨。
此レ

即
甚
深
之
法
也
。
散ハ

即
一
切
衆
生
、
若ハ

行
若ハ

坐
、
一
切ノ

時
處ニ

皆
得
壱念
佛ヲ

一。

不
飲妨
壱諸徙

ヲ

一、
乃
至
命
終マ

テ、
亦
成ス

壱其ノ

行ヲ

一〈
云
云
〉。
此レ

即
與
壱善
導ノ埋

言
未
證ノ

之

釋
一玄
會セ

リ。

《
訓
》

是
の
故
に
『
群
疑
論
』
の
第
五
に
云
は
く
。

又
念
仏
の
法
門
、
或
は
深
、
或
は
浅
、
定
に
通
じ
、
散
に
通
ず
。
大
根
小
行
、

咸
く
修
行
す
る
こ
と
を
得
。

「
定
」
は
即
ち
凡
夫
よ
り
始
め
て
十
地
に
終
る
ま
で
、
念
仏
三
昧
の
甚
深
微

妙
な
る
を
行
ず
。『
華
厳
』・『
涅
槃
』・『
文
殊
般
若
』・『
大
集
』・『
賢
護
』・

『
観
仏
三
昧
』、
咸
く
共
に
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
称
讃
す
。
善
財
童
子
、

功
徳
雲
比
丘
の
所
に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
を
修
す
る
こ
と
を
請
ふ
に
、
功
徳

雲
比
丘
、
唯
、
念
仏
三
昧
の
法
を
教
ふ
る
が
ご
と
し
。
此
れ
即
ち
甚
深
の
法

な
り
。

「
散
」
は
即
ち
一
切
衆
生
、
若
し
は
行
、
若
し
は
坐
、
一
切
の
時
処
に
皆
念

仏
を
得
。
諸
務
を
妨
げ
ず
、
乃
至
命
終
ま
で
、
亦
其
の
行
を
成
ず(11

)、
と
〈
云

云
〉。

此
れ
即
ち
善
導
の
「
雖
言
未
証
」
の
釈
と
玄
会
せ
り
。

註(11
)
『
釈
浄
土
群
疑
論
』、『
大
正
蔵
』
四
七
、
五
九
頁
下
〜
六
〇
頁
上
。

《
翻
刻
》

甚
【
五
三
丁
ウ
】
深
念
佛
定ハ

、
称
名ノ

行
者
、
未タ

壱證
得セ

一。
故ニ

云
未
證ト

一。
称
名ハ

即
爲ル

壱

此ノ

定ノ

加
行
善ト

一也
。
豈
無ラ

ン壱淺
深
一乎
。
雖
飲有ト

壱如ノ

飲此ノ

不
同
一、
称
名ハ

是レ

通シ
テ壱諸ノ

念
佛

三
昧ト

ニ一爲カ

壱惣
方
【
三
六
三
頁
上
】
便ト

一故ニ

、
於テ

壱称
名ニ

一攝ス

壱諸ノ

念
佛
三
昧ヲ

一也
。
依カ

飲有ル
ニ壱此ノ暫

別
定
散
寛
狹
等ノ

差
別
一故ニ

、
善
導
出ス

壱二
重ノ

名
字ヲ

一也
。

《
訓
》

「
甚
深
念
仏
定
」
は
、
称
名
の
行
者
、
未
だ
証
得
せ
ず
。
故
に
「
未
証
」
と
云

ふ
。
称
名
は
即
ち
此
の
定
の
加
行
善
と
す
る
な
り
。
豈
に
浅
深
無
か
ら
ん
や
。

此
の
ご
と
く
の
不
同
有
り
と
雖
も
、
称
名
は
是
れ
諸
の
念
仏
三
昧
と
に
通
じ
て

「暫

方
便
」
と
す
る
が
故
に
、
称
名
に
お
い
て
諸
の
念
仏
三
昧
を
摂
す
る
な
り
。

此
の
惣
別
・
定
散
・
寛
狭
等
の
差
別
有
る
に
依
る
が
故
に
、
善
導
、
二
重
の
名

字
を
出
す
な
り
。

《
翻
刻
》

依テ

壱觀
佛
三
昧農

ニ

一言ハ

飲之ヲ

者ハ

、
即
可シ

飲謂フ

飲出ス
ト壱袷

名ヲ

一。
何ト

者ナ
ラ
ハ、

如シ

鰯彼ノ農

第
十ニ

、
先ツ

標シ
テ壱品

次ヲ

一云カ

茨。
念
七
佛
品
第
十
正個

叚
（
マ
マ
）ニ

云ク

。
佛
告ク

壱阿
難ニ

一、
若
有
衆
生
一、
觀
嘆像贈像ノ

心
成セ

ハ、
次ニ

當ニ

溢復タ

觀ス

壱過
去ノ

七
佛ノ

嘆像贈像ヲ

一〈
等
云
云
〉。
又
云
。
觀
佛
三
昧
海
經
念
十

方
佛
品
第
十
一
正個

叚
（
マ
マ
）ニ

云
。
佛
告ハ

ク壱阿
難ニ

一、
云
-何カ

行
者
、
觀ル

壱十
方ノ

佛ヲ

一〈
等
云

云
〉。
雖
溢如ク

飲此ノ

無ト

壱差
別
一、
彼ノ

經ニ

處
處ニ

亦
重
言シ

テ

出ス
コ
ト壱

二
名ヲ

一非ス

飲一ニ

。
是レ

約ル

壱加
行

等ノ

差
別ニ

一【
五
四
丁
オ
】
也
。

《
訓
》

『
観
仏
三
昧
経
』
に
依
り
て
之
を
言
は
ば
、
即
ち
異
名
を
出
す
と
謂
ふ
べ
し
。

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）

三
七



何
と
な
ら
ば
、
彼
の
『
経
』
第
十
に
、
先
づ
品
次
を
標
し
て
云
ふ
が
ご
と
し
。

「
念
七
仏
品
第
十
」
正
説
段
に
云
は
く
。

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
。
若
し
衆
生
有
り
て
観
像
の
心
成
ぜ
ば
、
次
に

当
に
復
た
過
去
の
七
仏
の
像
を
観
ず
べ
し(12
)、

と
〈
等
云
云
〉。

又
云
は
く
。『
観
仏
三
昧
海
経
』「
念
十
方
仏
品
第
十
一
」
正
説
段
に
云
は
く
。

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
。
云
何
が
行
者
、
十
方
の
仏
を
観
る(13
)、

と
〈
等

云
云
〉。

此
の
ご
と
く
差
別
無
し
と
雖
も
、
彼
の
『
経
』
に
、
処
処
に
亦
重
言
し
て
二
名

を
出
す
こ
と
一
に
非
ず
、
是
れ
加
行
等
の
差
別
に
約
す
る
な
り
。

註(12
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
九
三
頁
上
。

(13
)
『
観
仏
三
昧
海
経
』、『
大
正
蔵
』
十
五
、
六
九
三
頁
下
。

《
翻
刻
》

碑

善
導
和
尚
觀
念
法
門ニ

、
多
引テ

壱此ノ農

ヲ

一成ス

壱念
佛ノ

義ヲ

一。
所
釋
亦
准シ

テ飲此ニ

可
飲知ル

。
就ニ

飲中
、碑

所ノ

飲出ス農

宗ハ

、
文
義
全ニ

例
壱-同ス

彼ノ

經ノ

文ニ

一。
更ニ

不
飲可
飲有ル

壱差袷

一也
。
是
故

設ヒ踵

現
文ニ

有ン

飲作コ
ト壱如

飲此個

ヲ

一。碑

ノ

經
宗ニ

有リ

壱二
種
一。
一ハ

以テ

壱觀
佛
三
昧ヲ

一為ス

飲宗ト

。
二ハ

以テ

壱念
佛
三
昧ヲ

一爲ス

飲宗ト

。
雖
飲有ト

壱如ノ

飲此ノ

一
二ノ

分
別
一、
依テ

壱前ノ

不
同
門ニ

一、
可シ

飲存ス

壱此ノ

勹

釋ヲ

一。
勿レ

飲謂コ
ト溢實ニ

有ト

壱二
種ノ

三
昧ノ

別
體
一。
何ニ

況ヤ

不ス

飲云ハ

飲有ト

壱二
種
一。
唯
真昂畳真ケ
リ壱亦

字ヲ

一。

若
言ハ

ン鰯以テ

壱觀
佛
三
昧ヲ

一爲ト

院宗ト

時ハ

、
此ノ

外ニ

不ス

鰯立テ
ゝ壱念

佛
三
昧ヲ

一爲セ

芋別
宗ト

茨、
若
言ハ

ン鰯以テ

念
佛
三
昧ヲ

一爲ト

院宗ト

時ハ

、
此ノ

外ニ

不ル

鰯立テ
ゝ壱觀

佛
三
昧ヲ

一為セ

芋別
宗ト

茨也
。
能ク

可シ

飲得
壱文ノ

意ヲ

一。

莫レ

飲驚コ
ト壱于
亦ノ

字ニ

一矣
。

《
訓
》

今
、
善
導
和
尚
『
観
念
法
門
』
に
、
多
く
此
の
『
経
』
を
引
き
て
念
仏
の
義
を

成
ず
、
所
釈
も
亦
此
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。

中
に
就
く
に
、
今
出
す
所
の
「
経
宗
」
は
、
文
義
全
く
に
彼
の
『
経
』
の
文
に

例
同
す
。
更
に
差
異
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
、
設
ひ
『
疏
』
の
現
文

に
此
の
ご
と
き
説
を
作
す
こ
と
有
ら
ん
。

今
の
「
経
宗
」
に
二
種
有
り
。
一
は
「
観
仏
三
昧
」
を
以
て
宗
と
す
。
二
は

「
念
仏
三
昧
」
を
以
て
宗
と
す
。

此
の
ご
と
く
の
一
二
の
分
別
有
り
と
雖
も
、
前
の
「
不
同
門
」
に
依
り
て
、
此

の
会
釈
を
存
す
べ
し
。
実
に
二
種
の
三
昧
の
別
体
有
り
と
謂
ふ
こ
と
な
か
れ
。
何

に
況
ん
や
二
種
有
り
と
云
は
ず
。
唯
だ
「
亦
」
の
字
を
置
け
り
。

若
し
「
観
仏
三
昧
を
以
て
宗
と
す
」
と
言
は
ん
時
は
、
此
の
外
に
「
念
仏
三

昧
」
を
立
て
て
別
宗
と
せ
ず
。

若
し
「
念
仏
三
昧
を
以
て
宗
と
す
」
と
言
は
ん
時
は
、
此
の
外
に
「
観
仏
三

昧
」
を
立
て
て
別
宗
と
せ
ざ
る
な
り
。

能
く
文
の
意
を
得
べ
し
。「
亦
」
の
字
に
驚
く
こ
と
な
か
れ
。

《
翻
刻
》

問
。
我ハ

就テ

壱觀
經
并踵

ニ

一、
成ス

壱二
種
三
昧
各
別ノ

義ヲ

一。
汝ハ

引テ

壱餘
經ヲ

一難ス

飲之ヲ

。
我レ

不
飲可

飲依
壱-用ス

之ヲ

一。【
五
四
丁
ウ
】
如
-何ソ

。
荅
。
若粢

ラ

者ハ

、
觀
經ニ

何ノ

處ニ
カ、

十
三
定
觀ノ

中ニ

、

嘆像贈像
觀浮

身
觀
等ノ

外ニ

、
有ル

鰯個

ク

壱念
佛
三
昧ヲ

一文
茨乎
。
若
言ハ

鰯峠拍椙シ
テ壱下

品
生ノ

中ノ

稱
名ノ

文ヲ

一

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号

三
八



爲ト

芋念
佛
三
昧ト

茨者ハ

、踵

ニ服

判シ
テ

爲ス

壱散
善ト

一。
何ソ

云ハ
ム壱三

昧ト

一乎
。

《
訓
》

問
ふ
。
我
れ
は
『
観
経
』
並
び
に
『
疏
』
に
就
き
て
、「
二
種
三
昧
各
別
の
義
」

を
成
す
。
汝
は
余
『
経
』
を
引
き
て
之
を
難
ず
、
我
れ
之
を
依
用
す
べ
か
ら
ず
。

如
何
ぞ
。

答
ふ
。
若
し
爾
ら
ば
、『
観
経
』
に
何
れ
の
処
に
か
、「
十
三
定
観
」
の
中
に
、

「
像
観(14

)」・「
真
身
観(15

)」
等
の
外
に
「
念
仏
三
昧
」
を
説
く
文
有
る
や
。
若
し
「
下

品
生
の
中
の
称
名
の
文
を
指
し
て
念
仏
三
昧
と
す
」
と
言
は
ば
、『
疏
』
に
既
に

判
じ
て
「
散
善(16

)」
と
す
。
何
ぞ
「
三
昧
」
と
云
は
ん
や
。

註(14
)
「
像
観
」、『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
三
頁
上
〜
中
頁
。『
観
経

疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
七
頁
上
〜
下
。

(15
)
「
真
身
観
」、『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
三
頁
中
〜
下
。『
観
経

疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
六
七
頁
下
〜
二
六
八
頁
中
。

(16
)
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
七
七
頁
下
。

《
翻
刻
》

若
從ヘ

テ壱常
途ニ

一、
云
鰯称
名ハ

是レ

爲カ

壱念
佛
三
昧ノ

加
行ト

一故ニ

言ト

芋三
昧ト

茨。
言イ

ハ鰯指シ
テ飲此ヲ

爲ス
ト芋念

佛

三
昧ト

茨者ハ

、
尚シ

惟レ

爲ス

壱散
善ト

一。碑

ノ

經ノ

中ニ

爲セ
ム飲不ト
ヤ飲個

カ

壱念
佛
三
昧ノ

根
本
定ヲ

一乎
。
若
言

飲不
飲個

【
三
六
三
頁
下
】
者ハ

、碑

ノ

經
是
徃
生
宗ノ

秘
要
也
。
何ソ

不ム

飲個

カ

飲之ヲ

乎
。

《
訓
》

若
し
、
常
途
に
従
へ
て
、「
称
名
は
是
れ
念
仏
三
昧
の
加
行
と
す
る
が
故
に
三

昧
と
言
ふ
」
と
云
ひ
、「
此
れ
を
指
し
て
念
仏
三
昧
と
す
」
と
言
は
ば
、
尚
し
惟

れ
「
散
善
」
と
す
。

今
の
『
経
』
の
中
に
念
仏
三
昧
の
根
本
定
を
説
か
ず
と
や
せ
ん
や
。

若
し
「
説
か
ず
」
と
言
は
ば
、
今
の
『
経
』、
是
れ
往
生
宗
の
秘
要
な
り
。
何

ぞ
之
を
説
か
ざ
ら
ん
や
。

《
翻
刻
》

若
汝
、
言イ

ハ鰯念
佛ト

者ハ

、
始
終
唯
散
善ニ

シ
テ

非ス

壱定
善ニ

ハ一。
是
故
、存

ト
ク
ヲ
モ
テ

称
名ヲ

是ヲ

爲ス
ト飲個

ト

芋

念
佛
三
昧ノ
(マ
マ
)

茨
者ハ

、
念
佛
宗ニ

所ノ

飲引
多
種ノ

甚
深
念
佛
三
昧ノ

文
、
皆
以テ

不シ

飲成ラ

壱證嬢

一。

又
不
飲可
飲立ツ

壱念
佛
三
昧ノ

名ヲ

一。
若
汝
立ル

ヿ壱三
昧ノ

名ヲ

一者ハ

、
唯
言イ

ハ

飲名ト

壱於
聞
思
相
應ニ

一者ハ

、

思
慧
純
熟シ

テ
ハ、

修
【
五
五
丁
オ
】
慧
相
生ス

。
豈
三
昧ノ

善
、
唯
留ト

ゝ
マ
テ壱

于
聞
思ニ

一可ン

飲不ル

飲生セ

壱修
慧ヲ

一乎
。

《
訓
》

若
し
汝
、「
念
仏
と
は
、
始
終
唯
、
散
善
に
し
て
定
善
に
は
非
ず
。
是
の
故
に

称
名
を
説
く
を
も
て
、
是
れ
を
念
仏
三
昧
の

（
マ
マ
）説

く
と
す
」
と
言
は
ば
、
念
仏
宗
に

引
く
所
の
多
種
の
「
甚
深
念
仏
三
昧
の
文
」、
皆
以
て
証
拠
と
成
ら
じ
。
又
念
佛

三
昧
の
名
を
立
つ
べ
か
ら
ず
。

若
し
汝
、「
三
昧
の
名
を
立
つ
る
こ
と
は
、
唯
、
聞
思
相
応
に
名
づ
く
」
と
言

は
ば
、
思
慧
純
熟
し
て
は
、
修
慧
相
ひ
生
ず
。
豈
に
三
昧
の
善
、
唯
、
聞
思
に
留

ま
り
て
修
慧
を
生
ぜ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）

三
九



《
翻
刻
》

又
善
導
和
尚
、
以テ

壱称
名ヲ

爲乄

飲行ト

可ン

飲發ス

壱三
昧ヲ

一乎
。
無カ

此ノ

理
一故ニ

、
此ノ

觀
經
、
於テ

徃

生
宗ニ

一爲ス

壱秘
要ト

一。
最
可シ

飲個

ク

壱念
佛
三
昧ヲ

一。
其ノ

三
昧ト

者ハ

、
即
嘆像贈像
觀浮

身
觀
等
也
。

是
故
、
如シ

壱前ニ

出ス

經踵

ノ

文ノ

一。
倶ニ

以テ

壱嘆像贈像
觀
真
身
觀
等ヲ

一、
名ク

ル
ナ
リ

念
佛
三
昧ト

一。

《
訓
》

又
善
導
和
尚
、
称
名
を
以
て
行
と
し
て
三
昧
を
発
す
べ
け
ん
や
。
此
の
理
無
き

が
故
に
、
此
の
『
観
経
』、
往
生
宗
に
お
い
て
秘
要
と
す
。
最
も
念
仏
三
昧
を
説

く
べ
し
。
其
の
三
昧
と
は
即
ち
像
観
・
真
身
観
等
な
り
。
是
の
故
に
、
前
に
出
す

『
経
』『
疏
』
の
文
の
ご
と
し
。
倶
に
「
像
観
」・「
真
身
観
」
等
を
以
て
「
念
仏

三
昧
」
と
名
づ
く
る
な
り
。

《
翻
刻
》

然ニ

汝カ

集ニ

言フ

鰯樂フ
ハ

觀
佛ヲ

一者
、
乖ヒ

壱弥噸

ノ

本
願ニ

一、
違ス

ト芋釋
尊ノ

付
属ニ

茨。
甚
-以
不
可
也
。服

ニ

題ニ

言テ

壱觀
無
量
壽
經ト

一、
不ス

飲言ハ

壱念
無
量
壽
經ト

一。
仉ラ

者ハ

、扎

テル

鰯經ノ

題
目ヲ

一相
芋-違セ

弥
陀ノ

本

願ニ

茨也
。
立ル

壱題
目ヲ

一起リ

者ハ

、
阿
難
、
對シ

テ摶

尊ニ

一問
壱受
持ノ

法
要ヲ

一時
、
佛
告ク

壱阿
難ニ

一、

此ノ

經ヲ
ハ

名ク

壱觀
極
樂
國
土
無
量
壽
佛
觀摶

音
菩
薩薩弎
大
勢
至
菩
薩薩弎ト
一〈
等
云
云
〉。粢

ラ

者ハ

、
扎

シ
テ

ム

鰯
釋
尊ヲ

一有ラ

芋埋

飲個

壱弥噸

ノ

本
願
一、
而
違ル

壱弥
陀
本
願ニ

一【
五
五
丁
ウ
】
之
過
茨。

《
訓
》

然
る
に
、
汝
が
『
集
』
に
、

観
仏
を
楽
ふ
は
弥
陀
の
本
願
に
乖
ひ
、
釈
尊
の
付
属
に
違
す(17

)。

と
言
ふ
は
、
甚
だ
以
て
不
可
な
り
。
既
に
題
に
「
観
無
量
寿
経(18

)」
と
言
ひ
て
、

「
念
無
量
寿
経
」
と
言
は
ず
。
爾
ら
ば
、『
経
』
の
題
目
を
し
て
弥
陀
の
本
願
に

相
違
せ
し
む
る
な
り
。

題
目
を
立
つ
る
起
こ
り
は
、
阿
難
、
世
尊
に
対
し
て
「
受
持
の
法
要
」
を
問
ふ

時
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
此
の
『
経
』
を
は
「
観
極
楽
国
土
無
量
寿
仏

観
世
音
菩
薩
大
勢
至
菩
薩
」
と
名
づ
く(19

)、
と
〈
等
云
云
〉。

爾
ら
ば
、
釈
尊
を
し
て
弥
陀
の
本
願
を
説
く
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
弥
陀
本
願
に

違
え
る
の
過
有
ら
し
む
。

註(17
)
『
選
択
集
』、『
昭
法
全
』
三
四
三
頁
。

(18
)
『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
〇
頁
下
。

(19
)
『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
六
頁
中
。

《
翻
刻
》

若
如ク

ナ
ラ壱
汝カ

所ノ

淫言
者ハ

、農

ニ

言ヒ

壱持
無
量
壽
佛
名
一、踵

ニ

言フ

壱一
向
專
称ト

一。
唯
限テ

壱口
稱ニ

一

不ス

飲取ラ

壱心
念ヲ

一乎
。
若
言イ

ハ

飲取ト

壱心
念ヲ

一者ハ

、
念
佛
觀
佛
終ニ

無キ

飲違
也
。
是ノ

故ニ

、
經
家ノ

個

-相
、踵

家ノ

解
釋
、
終ニ

不ル

飲成
壱桙
楯ヲ

一也
。
然ニ

汝
何ソ

於テ

二
種ノ

三
昧ニ

一終ニ

可キ

飲存ス

壱取

捨ヲ

一乎
。
是ノ

故
、
當
飲知
。
付
壱-属ス

ル
ハ

称
名ヲ

一者
、
即
付
壱-属ス

ル

念
佛
三
昧ヲ

一也
。

《
訓
》

若
し
、
汝
が
言
ふ
所
の
ご
と
く
な
ら
ば
、『
経
』
に
「
持
無
量
寿
仏
名(20
)」
と
言

ひ
、『
疏
』
に
「
一
向
専
称(21
)」

と
言
ふ
。
唯
、
口
称
に
限
り
て
心
念
を
取
ら
ず
や
。

若
し
、「
心
念
を
取
る
」
と
言
は
ば
、
念
仏
・
観
仏
、
終
に
違
無
き
な
り
。
是

佛
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大
学
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仏
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の
故
に
、
経
家
の
説
相
・
疏
家
の
解
釈
、
終
に
桙
楯
を
成
さ
ざ
る
な
り
。
然
る
に
、

汝
、
何
ぞ
二
種
の
三
昧
に
お
い
て
、
終
に
取
捨
を
存
す
べ
き
や
。

是
の
故
に
、
当
に
知
る
べ
し
。「
称
名
を
付
属
す
る
」
は
、
即
ち
「
念
仏
三
昧

を
付
属
す
る
」
な
り
。

註(20
)
『
観
無
量
寿
経
』、『
大
正
蔵
』
十
二
、
三
四
六
頁
中
。

(21
)
『
観
経
疏
』、『
大
正
蔵
』
三
七
、
二
七
八
頁
上
。

《
翻
刻
》

若
云ハ

溢付
壱-属ス

ト

三
昧ヲ

一者
、
此ノ

三
昧
、
以テ

壱菩
提
心ヲ

一爲ル

壱體
性ト

一也
。
何ト

ナ
ラ

者ハ

、
謂ク

。

菩
提
心ト

者ハ

、
此ニ

ハ

云フ

壱智
心ト

一。
香
象
大
師
、
釋シ

テ

念
佛
三
昧ノ

名ヲ

一云
壱慧
定ト

一。
然ニ

智ト

與

飲慧
、
雖
飲有ト

壱別
義
一、
通
-論ス

ル
ニ

即
是レ

爲ス

飲智ト

也
。
即
言
飲智ト

者ハ

是
心
所
。
心ト

者ハ

是
心

王
也
。
謂
。
著ス

ル壱生
死ニ

一位ニ
ハ、

一
聚ノ

心
心
所ノ

法
、
皆
以テ

無
明ヲ

一爲カ

飲主ト

故ニ

云フ

壱不
覺
心ト

一。

欣フ

壱涅
槃ヲ

一位ニ
ハ、【

三
六
四
頁
上
】
一
聚ノ

心
心
所ノ

法
、
皆
以テ

飲智ヲ

爲カ

飲主ト

故ニ

【
五
六
丁

オ
】
云フ

壱智
心ト

一也
。
如シ

飲云カ

壱大
圓
鏡
心
平
等
性
心
等ト

一也
。

《
訓
》

若
し
、「
三
昧
を
付
属
す
」
と
云
は
ば
、
此
の
三
昧
、
菩
提
心
を
以
て
体
性
と

す
る
な
り
。
何
と
な
ら
ば
、
謂
は
く
。
菩
提
心
と
は
、
此
に
は
「
智
心
」
と
云
ふ
。

香
象
大
師
、「
念
仏
三
昧
」
の
名
を
釈
し
て
「
慧
定
」
と
云
ふ
。

然
る
に
「
智
」
と
「
慧
」
と
別
義
有
り
と
雖
も
、
通
論
す
る
に
、
即
ち
是
れ

「
智
」
と
な
す
な
り
。
即
ち
「
智
」
と
言
ふ
は
是
れ
心
所
、「
心
」
と
は
是
れ
心

王
な
り
。

謂
は
く
。
生
死
に
著
す
る
位
に
は
、
一
聚
の
心
・
心
所
の
法
、
皆
「
無
明
」
を

以
て
主
と
す
る
が
故
に
「
不
覚
心
」
と
云
ふ
。

涅
槃
を
欣
ふ
位
に
は
、
一
聚
の
心
・
心
所
の
法
、
皆
「
智
」
を
以
て
主
と
す
る

が
故
に
「
智
心
」
と
云
ふ
な
り
。
大
円
鏡
心
・
平
等
性
心
等
と
云
ふ
が
ご
と
し
也
。

《
翻
刻
》

碑

所ノ

飲言フ

念
佛
三
昧
、
雖
鰯以
壱菩
提
心ヲ

爲
芋體
性ト

茨、
於テ

ハ壱三
昧ノ

位ニ

一、
念
心
有カ

壱勝
用
一

故ニ

云フ

念
佛ト

一也
。
若粢

ラ

者ハ

、
何ソ

向テ

壱一
向
專
稱ノ

文ニ

一、
可キ

飲捨ツ

壱菩
提
心ヲ

一。
是レ

豈
非ス

飲迷ヘ
ル
ニ壱

念
佛
名
字ニ

一乎
。
若シ

作サ
ハ壱此ノ

見ヲ

一者
、
設ヒ

雖
飲稱ス

ト壱佛
名ヲ

一、
譬ハ

如シ

鰯断シ
テ壱命

根ヲ

一好カ

芋盖失丷丷
容ヲ

茨。

何ソ

其レ

愚ナ
ル

乎ヤ

。

《
訓
》

今
、
言
ふ
所
の
念
仏
三
昧
、
菩
提
心
を
以
て
体
性
と
す
と
雖
も
、
三
昧
の
位
に

お
い
て
は
、
念
心
、
勝
用
有
る
故
が
に
「
念
仏
」
と
言
ふ
な
り
。

若
し
爾
ら
ば
、
何
ぞ
「
一
向
専
称
」
の
文
に
向
ひ
て
菩
提
心
を
捨
つ
べ
き
。
是

れ
豈
に
念
仏
の
名
字
に
迷
へ
る
に
非
ず
や
。

若
し
此
の
見
を
作
さ
ば
、
設
ひ
仏
名
を
称
す
と
雖
も
、
譬
へ
ば
、
命
根
を
断
じ

て
美
容
を
好
む
が
ご
と
し
。
何
ぞ
其
れ
愚
な
る
や
。

《
翻
刻
》

華
嚴農

ノ

中ニ

、
善
財ノ

知
識
、
不
動
優
婆
夷丄梦個

ク

壱自
行ヲ

一中ニ

云ク

。
尓ソ

コ
-
ハ
ク
ノ

-所
劫ノ

中ノ

所
見
衆
生
、

明
恵
撰
『
摧
邪
輪
』
巻
中

訓
・
註

試
稿
（
八
）（
米
澤
実
江
子
）
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無シ

逸一
衆
生ト

シ
テ

我レ

不ル

溢勸メ
テ

發サ
シ
メ壱
阿
釋哭褥懇
多
羅
三
荻摺簱
三
菩
提
心ヲ

一〈
云
云
〉。
汝カ

之
所
-

行
相
壱-翻セ
リ

此ニ

一。贖

ニス

飲抑ヘ
ン
ト壱

一
切
衆
生ノ

發
菩
提
心ヲ

一。
是ニ

知ヌ

。
汝ハ

是レ

一
切
衆
生ノ

大
惡
知

識
也
。

《
訓
》

『
華
厳
経
』
の
中
に
、
善
財
の
知
識
、「
不
動
優
婆
夷
」、
自
行
を
説
く
中
に
云

は
く
。尓ソ

コ
ハ
ク

-所
の
劫
の
中
の
所
見
の
衆
生
、
一
衆
生
と
し
て
、
我
れ
勧
め
て
阿
耨
多

羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
さ
し
め
ざ
る
こ
と
無
し(22
)、

と
〈
云
云
〉。

汝
が
所
行
、
此
れ
に
相
翻
せ
り
。
将
に
一
切
衆
生
の
発
菩
提
心
を
抑
へ
ん
と
す
。

是
に
知
ん
ぬ
。
汝
は
是
れ
一
切
衆
生
の
大
悪
知
識
な
り
。

註(22
)
八
〇
巻
『
華
厳
経
』、『
大
正
蔵
』
十
、
三
五
九
頁
中
。

《
翻
刻
》

又
同
經ノ

中ニ

、
春鼎和
夜
神
、個

ク

壱重
罪ヲ

一中ニ

云ク

。
安
住シ

テ

邪
法ニ

一、
毀
壱-謗シ

如
來ヲ

一、
壊シ

壱正

法
輪ヲ

一、
於テ

壱諸
菩
薩薩弎ニ
一呰
灰辱簋
傷
害ス

。
輕シ

メ壱【
五
六
頁
ウ
】
大
乗ノ

道ヲ

一、
断ス

菩
提
心ヲ

一。〈
乃

至
〉
不シ

テ飲久
、
當ニシ

飲墮ツ

壱三
惡
道ノ

中ニ

一〈
云
云
〉。
汝カ

之
断
菩
提
心ノ

邪
見ハ

、
豈
非ス

壱三
惡

道ノ

業
因ニ

一乎
。
可
飲恐ル

可
飲恐ル

、
可
飲悲ム

可
飲悲ム

矣
。

《
訓
》

又
同
『
経
』
の
中
に
、
春
和
夜
神
、
重
罪
を
説
く
中
に
云
は
く
。

邪
法
に
安
住
し
て
、
如
来
を
毀
謗
し
、
正
法
輪
を
壊
し
、
諸
菩
薩
に
お
い
て

呰
辱
傷
害
す
。
大
乗
の
道
を
軽
し
め
、
菩
提
心
を
断
ず
。〈
乃
至
〉
久
し
か

ら
ず
し
て
当
に
三
悪
道
の
中
に
堕
す
べ
し(23

)、
と
〈
云
云
〉。

汝
が
断
菩
提
心
の
邪
見
は
、
豈
に
三
悪
道
の
業
因
に
非
ず
や
。
恐
る
べ
し
、
恐

る
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
。

註(23
)
八
〇
巻
『
華
厳
経
』『
大
正
蔵
』
十
、
三
七
〇
頁
上
。
四
〇
巻
『
華
厳
経
』、

『
大
正
蔵
』
十
、
七
三
九
頁
下
。

《
翻
刻
》

問
。
仉ラ

者ハ

、
可シ

溢付
壱-属ス

菩
提
心ヲ

一。
何カ

故ソ

、
付
壱-属ス

ル

稱
名ヲ

一乎
。
荅
。粢

ラ

者ハ

、
一
切ノ

諸農

ニ

、
唯
、
可シ

飲個

ク

壱菩
提
心ノ

名
字ヲ

ノ
ミ一
乎ヤ

。
菩
提
心ト

者ハ

、
一
切
佛
道ノ

之
體
性
也
。
一

切
諸
經
所
設䏄崚ノ

諸
行ハ

、
是
菩
提
心
所
起ノ

諸
行
也
。
若
約セ

壱菩
提
心ヲ

爲ニ

淫體
者
、
諸
經ニ

所ハ

付
-属ス

ル一者
、
皆
-是
菩
提ノ

行
也
。
若
得
壱此ノ

意ヲ

一已ン
ナ
ハ

者
、
當
飲知
。
不ル

飲個

カ

壱菩
提ノ

名

字ヲ

一者ハ

、
理
在テ

絶ツ

飲言ヲ

之
道
理
也
。

《
訓
》

問
ふ
。
爾
ら
ば
、
菩
提
心
を
付
属
す
べ
し
。
何
が
故
ぞ
称
名
を
付
属
す
る
や
。

答
ふ
。
爾
ら
ば
、
一
切
の
諸
『
経
』
に
、
唯
、
菩
提
心
の
名
字
を
の
み
説
く
べ

し
や
。
菩
提
心
と
は
、
一
切
仏
道
の
体
性
な
り
。
一
切
諸
『
経
』
所
説
の
諸
行
は
、

是
れ
菩
提
心
所
起
の
諸
行
な
り
。

若
し
、
菩
提
心
を
体
と
す
る
に
約
せ
ば
、
諸
『
経
』
に
付
属
す
る
所
は
、
皆
是

れ
菩
提
の
行
な
り
。
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若
し
、
此
の
意
を
得
已
ん
な
ば
、
当
に
知
る
べ
し
。
菩
提
の
名
字
を
説
か
ざ
る

は
、
理
在
り
て
言
を
絶
つ
道
理
な
り
。

《
翻
刻
》

譬ハ

、
如キ

ハ鰯摶

人
臨師䝌テ

飲終ニ

、
以テ

壱金
銀
等ノ

財
寳ヲ

一付
芋属ス

ル
カ

諸
子ニ

茨、
依テ

飲不ル
ニ飲云ハ

溢付
壱-属ス

ト

諸

子ノ

之
命
根ヲ

一、
貴テ

壱財
寳ヲ

一輕メ
ン壱命

根ヲ

一乎
。
當
飲知
。
付
壱-属ル

ハ

財
寳ヲ

一者
、
依テ

飲重ク
ス
ル
ニ

壱
子

息ノ

之
命
根ヲ

一也
。
若
得
壱此ノ

意ヲ

一已ナ
ハ

者
、【
五
七
丁
オ
】
不ル

飲云ハ

飲付
壱-属ス

ト

命
根ヲ

一者ハ

、

理
在
絶
言ノ

之
道
理
也
。

《
訓
》

譬
え
ば
、
世
人
、
終
り
に
臨
み
て
金
銀
等
の
財
宝
を
以
て
諸
子
に
付
属
す
る
が

ご
と
き
は
、「
諸
子
の
命
根
を
付
属
す
」
と
云
は
ざ
る
に
依
り
て
、
財
宝
を
貴
び

て
命
根
を
軽
め
ん
や
。
当
に
知
る
べ
し
。
財
宝
を
付
属
す
る
は
、
子
息
の
命
根
を

重
く
す
る
に
依
り
て
な
り
。
若
し
此
の
意
を
得
已
り
な
ば
、
命
根
を
付
属
す
と
云

は
ざ
る
は
、
理
在
絶
言
の
道
理
な
り
。

《
翻
刻
》

此ハ

、
一
徃
擧ク

壱相
似ノ

同
喻ヲ

一。
法
譬ハ

不ス

壱全
同セ

一。
此ハ

財
寳ト

與
命
根
一有リ

差
別
。
彼ハ

念
佛

三
昧
等
、
以テ

壱菩
提
心ヲ

一【
三
六
四
頁
下
】
爲ル

壱體
性ト

一也
。
能
-能
可シ

壱思
量ス

一矣
。

然ニ

汝
以テ

菩
提
心ヲ

一爲ル

壱念
佛ノ

障危濁

ト

一。
甚
-以テ

不
可
思
議
不
可
思
議
、骸

袷
骸

特
、
言

語
道
-断
、
心
行
處
滅
、
不
可個

未
曽
有
也
。

《
訓
》

此
れ
は
、
一
往
、
相
似
の
同
喩
を
挙
ぐ
。「
法
譬
」
は
全
同
せ
ず
。
此
れ
は
、

財
宝
と
命
根
と
差
別
有
り
。
彼
は
念
仏
三
昧
等
、
菩
提
心
を
以
て
体
性
と
す
る
な

り
。
能
く
能
く
思
量
す
べ
し
。
然
る
に
、
汝
は
菩
提
心
を
以
て
念
仏
の
障
碍
と
す

る
。
甚
だ
以
て
、
不
可
思
議
不
可
思
議
、
奇
異
奇
特
、
言
語
道
断
、
心
行
処
滅
、

不
可
説
、
未
曽
有
な
り
。

選
択
集
中
摧
邪
輪
巻
中

（
よ
ね
ざ
わ

み
え
こ

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員
）

明
恵
撰
『
摧
邪
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』
巻
中

訓
・
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（
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米
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実
江
子
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